




























多く, より微小な領域の情報を得られる LA を適用した例は非常に少ない。Rb－Sr 年代測
定法を用いれば, 年代値だけでなく 87Sr/86Sr 比初生値（SrI）など岩石の起源物質に関す
る情報を得ることが出来るというメリットがある。そこで本研究では液中レーザーアブレ
ーション法を応用し, 鉱物極微小領域 Rb－Sr 年代測定法や同位体分析のための新たな手
法を試みた。対象とする岩石は, 従来から岩石学的, 同位体化学的研究が多く行われ, 岩
石や鉱物についてのデータが充実している福島県南西部に分布する只見川古期花崗岩類
に分類される檜枝岐川花崗岩である。只見川古期花崗岩類の全岩アイソクロンは 96.4 ± 
2.5 Ma (2σ), SrI = 0.70532 ± 0.00009 と報告されている 3)。 
檜枝岐川花崗岩について, 表面を研磨したチップを用意し, 電子顕微鏡(SEM)による岩
石ならびに構成鉱物の組織観察, エネルギー分散型 X 線分析（EDS）を用いて鉱物の元素
分析, 鉱物の同定を行った。試料中には累帯構造を示す斜長石, パーサイト組織を持つカ
リ長石, 変質を受けた黒雲母などが認められたほか, 大きいもので 50 μm のアパタイト
が見られた。名古屋大学設置の NWR213 型 LA 装置を用いて岩石チップ試料を掘削し, 超純
水中に掘削した試料を回収した。レーザー源として Nd：YAG レーザー(波長 213 nm)を使
用し, エネルギー密度 4.72 J/cm2, He ガス流 80 mL/min 中でサンプリングした。斜長石, 
カリ長石, 黒雲母の微小領域を掘削し, 高知コアセンター設置の誘導結合プラズマ質量
分析装置(ICP－MS)で Rb, Sr, Na, Mg, Al, K, Ca, Fe 各元素の定量および表面電離型質
量分析計（TIMS）を用いた Sr 同位体比分析をした。ICP－MS による定量結果から斜長石
の中心部と周縁部の Ca と Na 成分量を比較すると, 斜長石（中心部）でモル比にして Ca/Na 
= 0.85, 斜長石（周縁部）では Ca/Na = 0.60 であり, 斜長石の中心部分がアノーサイト
(An：CaAl2Si2O8)成分に富み, 周縁部分はアルバイト(Ab：NaAlSi3O8)成分に富む, 正累帯
構造を示していることが分かった。局所掘削による, 一つの斜長石が成す, 累帯構造の中
心部と周縁部の極微小領域 Sr 同位体比分析の結果は, 斜長石の中心部は 87Sr/86Sr = 
0.705256, 87Rb/86Sr = 0.0615, 周縁部は 87Sr/86Sr = 0.706408, 87Rb/86Sr = 0.503 となり, 
カリ長石については 87Sr/86Sr = 0.710192, 87Rb/86Sr = 3.22 であった。檜枝岐川花崗岩の
全岩アイソクロン年代 96.4 Ma を冷却・固結年代と仮定し, それぞれの Sr 同位体比初生
値を求めると, 斜長石中心部の SrI = 0.7052, 斜長石周縁部の SrI = 0.7057, カリ長石
では SrI = 0.7058 となり, 斜長石中心部について斜長石周縁部やカリ長石の SrI より低
い値を示した。斜長石中心部の SrI が全岩アイソクロンの SrI と誤差範囲内で一致するこ
とから, 斜長石中心部の SrI = 0.7052 は, 花崗岩の固結開始時の 87Sr/86Sr 比を示してい
ると考えられる。一方, 斜長石周縁部の SrI = 0.7057 とカリ長石の SrI = 0.7058 という
同位体比初生値については, 斜長石周縁部とカリ長石が接しており, ともに斜長石中心
部の周辺に位置することから, 斜長石中心部の固結後のメルト組成を反映した値である
ことが示唆される。黒雲母については, ICP－MS による黒雲母試料とブランク試料の Sr
定量結果から黒雲母試料中の Sr 量 48.1 pg とブランク試料中の Sr 量 34.4 pg とは大差な
く, 黒雲母試料中の Sr のほとんどがブランクからの Sr であった。 
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